
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 E-16 講座名

記載日 2021/2/20 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

・有機納豆の見方が変わりましたが、アメリカ産の有機の豆でも問題ないことが分かり、良いので

はないかと思いました。

・今日は有機農業についてよく理解できました。

・有機農業とSDGsの関係がよくわかりました。

・有機農業は環境への負荷を減らすこと。化学肥料・農薬✖

・有機農業や有機食品の定義をよく考えたいと思います。

※写真１の説明 ※写真２の説明

　日本に限らず、世界の有機農業に関する内容も含んだ講座でした。日本のスーパーで並んでいる

農作物の写真なども資料として示し、身近にある有機農業の事例を紹介するなど、受講者にとって

わかりやすくい内容でした。また、新型コロナウイルス感染症と有機農業の関わりについて学ぶな

ど、時代に対応した内容を学ぶことができました。農業に関わる内容のため、農家のあり方や流

通、マーケティングについても知識を深めることができ、環境問題を広い視点でより現実的に考え

ることができました。

事業実績報告書

里山・有機農業がもたらす生物多様性

名古屋市瑞穂生涯学習センター

〈講座全体の概要〉(300字程度)

　有機農業の定義や政策や動向、そしてこれからの課題について学び、身近で持続可能な社会の実

現に向けて考えました。有機農業の定義を正しく理解し、主に世界的に参画の進んでいるヨーロッ

パの有機農業の実情について解説していただき、環境のみならず社会との関わりについても理解を

深めることができました。地域（名古屋市）の有機農業では、オアシス21で開催されている

「オーガニックファーマーズ朝市村」が話題にとりあげられ、身近に有機農業と関わることができ

る場があることを知るきっかけとなりました。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

有機農業の定義に関する解説をする様子 新型コロナウイルス感染症と有機農業の関わ

りについて説明する様子
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●団体紹介　　　　　

連絡担当者 ウェブサイト

TEL FAX

E-mail 携帯電話

 

講座名 開催日 2月8日 月

講師名 参加人数 名

講座名 開催日
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講座名 開催日

講師名 参加人数 名

講座名 開催日

講師名 参加人数 名

団体所在地

久野智也

（052）871-2255

〒467-0831

名古屋市瑞穂区惣作町二丁目27-3

http://www.nespa.or.jp/shisetsu/mizu
ho_llc/index.html
（052）871-2256

第三回

内容

第二回

内容

第五回

内容

第四回

内容

〈団体・企業の簡単な紹介・PR〉(150文字程度)

生物多様性について、身近な取り組みから共に学んで、持続可能な

社会の実現に向けて自分たちでできることを考える。

●講座開催情報                      

第一回
名古屋大学大学院環境学研究科教授　香坂玲 23

内容

里山・有機農業がもたらす生物多様

性
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